
がん 

 

参加形式： 任意 

 

指標名： 麻薬処方患者における痛みの程度の記載率 

 

定義の要約： 

分子） 分母のうち当該施設において初めて麻薬が処方された日もしくは次回の診察時の診療録に痛みの程度の

記載がある患者数 

分母） 当該施設において麻薬が処方された患者数 

 

指標の定義・算出方法： 

1. 麻薬が処方された患者を分母とする。 

(ア) 「別表：麻薬リスト」に該当する薬剤が処方された患者とする。 

2. 分母のうち、痛みの程度の記載がある患者を分子とする。 

(ア) NRS（Numerical Rating Scale）の記載を対象とする。 

(イ) 言葉による痛みの程度に関する記載を対象とする。 

(ウ) その他、疼痛の評価尺度の形態は問わず、診療録上で疼痛の有無・程度の変化の確認などの記載があ

れば対象とする。 

 

式 単位 

（分子÷分母）×100 ％（パーセント） 

 

その他： 

 

意義： 

がん患者へ麻薬を処方する際に、疼痛のアセスメントが適切にされているかどうかをみる。 

 

留意点： 

痛みに関する記載方法が施設によってばらつきがある。 

 

参考資料： 


